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「カリキュラ

実施され、助

説明となる一

待される成果

したものとな

必要な助産能

キュラムは、

の対応を反映

映され、国ご

りのあるカリ

ムの企画・実

るのか理解し

づいた助産カ

常に念頭にお

使命と理念に

は、概念・内

発は、毎年そ

員が助産カリ

理念に一致し

助産実践の現在

トは、助産を

ある。 

序で読んでも構

よい。特に、

基本的助産業務

報源は多少一般

は、能力に基づ

に基づいた教育

基づいたカリキ

よい。 

発プロセス

ム」の定義は

助産課程の修了

一連の個別の活

果（outcome）
なる。カリキュ

能力の獲得と、

社会の変化や

映したダイナミ

ごとに、また国

キュラムを開

実施を熟知した

しやすくするた

リキュラムの

おくことが大切

に始まる課程の

内容・期待の一

その前年の経験

キュラムのま

している必要が

現在および将来
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を初めて教え

構わない。ただ

教員がカリキ

業務に必須な能

般的な教員向

づいたカリキ

育を熟知した経

キュラムを立

は、ICMの定

了時に学習者

活動を意味し

の明示から始

ュラムはまた

実証を促進す

や女性と出産

ミックなプロ

国の中でも構成

開発する方法の

た者には復習

ため、以下の議

の要素（Thom
切である。こ

の成果の流れ

一貫性を終始保

験や内容を踏

まとめ方を決

があり、教員

来の傾向にも関

る者や能力に

だし、その 2
キュラム開発

能力（2010）』
向けの情報であ

キュラムでどの

経験豊富な教

ち上げる間に

定義 15に基づい

が知っておく

ている。した

始まり、学習

、常に変化す

する指導・学

を迎える家族

セスである。

成に幅がある

の概説が、こ

として示され

議論を視覚的

mpson 2011）
の図が直線的

）に沿わせる

保つために、

踏まえて行う、

決定したとして

陣の価値観や

関連付ける必

に基づいたカ

2 の内容の構成

発や新しい『IC
を初めて教え

あり、拡大して

のように教える

教育者にはあま

に必要ない、使

いている。カ

くべきこと（理

たがって、助産

の 3 つの領域

する複雑で多文

学習・アセスメ

族のリプロダク

個々のカリキ

るものである

れまでその経

れている。さら

的にまとめたも

である。カ

的に見えるのは

るためであるが

あれこれ熟考

らせん状のプ

ても、枠組みは

や信念を反映し

必要がある 18。

リキュラムを

成をよりよく

CM助産教育

える場合は、

て国に特有の

るかに重点を

まり役立たな

使用しないと

リキュラムは

理論）と実証

産カリキュラ

域（認知・情

文化的な状況

メントの活動

クティブ・ヘ

キュラムには

16。最も一般

経験のない者の

らに、カリキ

ものが、この

リキュラムの

は、カリキュ

が、カリキュ

考するもので

プロセスとも

はその教育課

したものでな

 

 

 

を初めて教

く理解する

育の世界基

それが望

の情報源も

を置いた完

ないかもし

という場合

は、理論的

証できるこ

ラムは、使

情意・精神

況下で助産

動も含む。

ヘルス・ニ

は助産学教

般的な要素

のために、

キュラムの

の文書の付

の開発はプ

ュラム開発

ュラムの開

でもある。

も言われて

課程が実施

なければな



 
助産カリ

を得るこ

常、1文

 
「なぜ

「この

「なぜ

 
使命の記

に貢献し

施される

学の学位

のになる

 
助産課程

助産をど

理念の 3
るべきで

能力およ

もできる

 
理念の記

ローチが

い限り、

指導・学

成人の学

な学習理

成人に対

 
指導に関

る。すな

ことは望

             
iii この文書全
iv 基本的な助

照） 
教育機関が助

キュラムiiiを

ことである。使

文でその教育課

ぜこの課程が存

の課程はどのよ

ぜこの課程が社

記述の一例を挙

しうる能力を備

る（実施予定を

位課程の中で実

るiv。 

程の理念には、

どのように実践

3 つの要素に

である。理念の

よび実践）とい

る。 

記述の最初の

が今日の世界の

教えられたと

学習にそぐわな

学習について何

理論を見直すこ

対する能力に基

関する助産学教

なわち、成人の

望まない。個人

                  
全体を通じて、「カ

助産課程をひとつ

助産にあまり関心

を企画する最初

使命と理念は

課程の目的を表

存在するのか」

ように行われ

社会にとって重

挙げれば、「こ

備えた助産師

を含む）教育

実施されるな

（1）成人はど

践すべきか、

は、学習者・

の記述の構成

いう内側を見

2 つは、まと

の急速な知識

とおりに他者

ない可能性は

何を信じるか

ことを勧める

基づいた指導

教員の考察は

の多くは積極

人が助産実践

                   
カリキュラム」と

つの教育拠点（施設

心を示さない場合、

初の1歩は、使

は、何を教える

表す。それは

」 
るか（コアバ

重要なのか

この教育課程の

師を育成するこ

育機関の使命と

なら、その使命

どのように学

に対する教員

教員・助産ケ

成要素を別の言

見、かつ教育実

とめて考えられ

識の発展と助産

者にも教えるも

はある。教員が

か、成人の学習

。『リソースパ

導、能力に基づ

は、まず、成人

極的に学習に参

践の中で負わな

いう語は、助産課

設）に導入するため

質の高い助産の
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使命と理念に

るかだけでな

は以下のような

バリュー）」

（情熱）」 

の目的は、こ

ことである」

とも一致して

命は取得され

学習するか、（2
員陣の信念を反

ケアを必要と

言い方で説明す

実践（指導と

れる場合が多

産師に求められ

ものである。

が成人の指導

習をどう助け

パケットその

づいた課程にお

人は子どもと

参加しようと

なければなら

課程の内容を構成す

めに、どの程度の

の提供を維持するた

についてその課

く、どう教え

な問いに答え

この国の女性と

となる。さら

いる必要があ

る学位の意義

2）成人の学習

反映させるの

する女性どう

すれば、教育

学習）という

多い。教員の多

れる能力とに

しかし、過去

・学習につい

られるかを判

の 4』を見ると

おける学習を

学習方法が異

し、教員の知

ない責任の重

する基本要素とそ

の支援が必要かを事

ための十分な支援

課程に関わる助

えるかも規定す

る記述となる

と出産を迎える

らに、使命の記

ある。たとえば

義または養成の

習をどのよう

のが一般的であ

うしのパートナ

育の理念は元に

う外側を見るこ

多くは、自分が

に合致している

去に教えられた

いて考えたこと

判断するために

と、成人に注

を助ける方法が

異なることを理

知識や技術の受

重さを考えれば

それをどう実施する

事前に把握してお

は得られないかも

助産学教員全

する。使命の

る。 

る家族の健康

記述は、その

ば、助産師の

のレベルを反

に促進すべき

ある 19。これ

ナーシップも

になる専門分

ことであると

が教えられて

るかどうかを

た方法が今日

とがないので

に、成人に関

目した主な学

が確認できる。

理解すること

受動的な受け

ば、この成人

るかを意味してい

くことが重要であ

もしれない。 

 

 

全員の合意

の記述は通

康に積極的

の課程が実

の養成が大

反映したも

きか、（3）
れら課程の

も反映され

分野（助産

と言うこと

てきたアプ

を熟考しな

日の助産の

であれば、

関する多様

学習理論、

。 

とから始ま

け手になる

人学習のア

いる。 
ある。（本文参



プローチ

（積極的

でも求め

明責任、

プローチ

るのが難

見合う努

 
『ICM助

に何を期

解するた

の意味を

おり、カ

ある。も

助産師に

示される

科学の必

経験の理

え方であ

科系のバ

 
助産学教

解させる

たい内容

にある信

 
課程の成

 
助産課程

ある。し

児ケア、

産を迎え

表現する

             
v この文書全

に、「目標

も一致してい

チは助産教育に

的な参加者）、

められるからで

内面または自

チは、そのよう

難しいかもしれ

努力である。 

助産ケアの理

期待するか、熟

ために最適の参

を持つ 21。たと

カリキュラムの

うひとつの信

になるための学

る）を学習者に

必要性にも言及

理解に根差し、

ある。したがっ

バランスが取れ

教員は自分が作

る責任がある。

容の他に少なく

信念が反映され

成果v 

程の成果（out
したがって、こ

流産関連ケア

える家族に対し

る課程もあれば

                  
全体を通じて、「成

（objective）」とい

いる。助産学教員

において絶対

自立した意思

である。助産

自身のモチベ

うな学習環境

れない。しか

理念とモデル

熟練助産師・

参考文書であ

とえば、『ICM
の内容だけで

信念は、「助産ケ

学習の中で、

に求める重要

及されている。

利用可能な

って、期待さ

れている必要

作成する助産

実際の表現

くとも ICM基

れていなけれ

tcome）は、

この成果には

アの助産の能力

して、すべて

ば、全体的な

                   
成果」という語は、

いう語の代わりに使

員にとって「目標」

対的に必要であ

思決定における

産の実践には批

ベーションとい

境にそれまで関

かし、その努力

（2008）20』は

学習者・助産

ある。これらの

M助産ケアの

でなく、内容の

ケアは女性と

女性とのパー

要性を表してい

。すなわち、

な最善の根拠に

れる学習成果

がある。 

産実践について

現は課程ごとに

基本文書（助産

ばならない。

学習課程の修

は、リプロダク

力が反映され

ての過程で根拠

なカリキュラム

、知識・技術・専

使用されている。

のほうが馴染み
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ある。実際、

る説明責任を

批判的思考（

いう、成人学習

関与した経験

力は自律的助産

は、教員が助

産ケアを求め

の助産実践に

の理念』は、出

の展開（例：

とのパートナー

ートナーシッ

いる。さらに

「女性の社会

に基づく」全人

果を伴うカリ

て信念を明確に

に様々であろ

産師の定義、

 

修了に必要な能

クティブ・ヘル

れる。成果の記

拠に基づく適切

ムの脈略やテ

専門職としての行動

この語は、『ICM
みがあるなら、これ

学習課程全体

を把握し、行動

クリティカル

学習の主たる特

のない学習者

産プラクティ

助産の実践につ

る女性とはそ

関する考え方

出産を「正常な

正常分娩から

ーシップの中

プの本質を理

、理念上の信

会的・感情的

全人的なアプロ

キュラムでは

に定義し 22、

うが、理念に

ケアの理念と

能力として何

ルス、妊娠・

記述（outcom
切な助産ケア

ーマを表すた

動という能力の面

用語集（2011）』
れを使用してもよい

体を通じて自身

動してきた事実

ル・シンキング

特徴が必要とさ

者・教員にとっ

ィショナーの誕

ついて何を信

それぞれどうい

方は、助産課程

な生理学的プ

ら合併症のある

中で行われる」

理解すること

信念として、助

・文化的・精神

ローチのなかで

は、プログラム

教育課程全体

には、課程内の

とモデル、倫理

何が期待される

分娩・産褥期

me statement
アを提供する」

ために、もう少

から、学習者に期

および『ICM助産

い。 

身の学習の責

事実こそが、助

グ）と熟考、

される。成人

っては、最初

誕生という成

じるか、教員

いうものかを

程の内容に対

プロセス」と位

る分娩へ）に

ことである。

（実習成果の

助産ケアにお

精神的・心理的

で提供される

ムの内容に理

体を通じて学

の個々の指導

倫理綱領、能力

るかを反映し

期のケア、新

nt）として、

」というよう

少し詳細に課

期待されるものを定

産教育の世界基準

 

 

責任を負い

助産の実践

倫理的説

人学習のア

初は体得す

成果に十分

員間の関係

を明確に理

対して言外

位置付けて

にも示唆が

これは、

の記述に明

おける人文

的・身体的

るケアの考

理科系と文

学習者を理

導で追加し

力）の背後

したもので

新生児・乳

「女性と出

うに一文で

課程の成果

定義するため

準（2010）』と



を表現し

や臨床的

どにも言

論文を完

 
課程全体

であるた

果の少な

習者のた

の成果を

枠組みの

 
レベルの

 
課程の1
成果は、

体的なモ

ろう。た

レベルの

スを含め

できない

 
モジュー

 
課程全体

やや進ん

る。一般

（知識・

臨床・実

ユニット

あり、課

 
ひとつの

学習者が

             
vi 文書を簡潔

また、成人学

したいと考える

的推論の活用、

言及してよいか

完成させる」な

体の成果という

ため、数は比較

なくとも1つに

ためにより詳細

を達成するのを

の中に課程の詳

の成果 

年ごとに学習

課程全体に必

モジュール学習

ただし、学年な

の成果を使う場

めた成果を示す

いわけではない

ール・学習ユニ

体の成果が合意

んだ初級者）に

般的な助産課程

技術・行動）

実践経験のすべ

トとするvi。ど

課程ごと、国ご

の実践の領域、

が課程の特定の

                  
潔にするため、「モ

学習の原則を反映

る教員もいる

行動規範や

かもしれない

など、相応の

うのは、学習課

較的少ないほ

に関係する具

細な成果を示

を助けること

詳細を合わせ

習成果を説明

必要な科学的根

習の成果やサ

など各レベル

場合には、内容

すようにする

い。レベルの成

ニット・科目

意されたら、プ

に基づいて、

程では、『ICM
を定義する

べての領域を

どの内容をどこ

ごとに異なっ

最終的には実

の時点で何を

                   
モジュール」という

映させるために、「

。その場合、

や専門基準に沿

。そのほか、

内容を反映し

課程を修了す

うがよい。一

具体的な成果を

してもよい。

になる。した

せるようにしな

するのが役立

根拠に特定さ

ブユニット

ルでの成果は課

容・実践の領

。レベルの成

成果を明示す

の成果 

プログラムの

実習も含めた

M基本的助産

。また、国内

分割して、モ

こに入れるか、

てよい。 

実践の全領域

身につけ、実

う語を全体で使用す

「学生」ではなく
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成果の記述

沿った実践、分

非助産的内容

した成果の記述

するための最終

一方、授業・科

を設定する。同

個々の学習成

たがって、課程

なければならな

立つと考える教

されるであろ

（解剖学、生理

課程全体の成果

領域ごとに、そ

成果を明示しな

するかどうかは

の成果を達成す

た内容を小さな

産業務に必須な

内の必要性に応

モジュール、科

、各モジュー

域で助産能力の

実証できなけれ

する。ただし、それ

「学習者」という

は、批判的思

分野横断的な

容を含む課程

述が含まれる

終的な期待内容

科目の各モジ

同様に、モジ

成果の記述を

程全体の成果

ない。 

教員もいる。

うし、その学

理学、疫学）

果のサブセッ

そのレベルの

なければ、能

は、助産学教

するのに必要

なユニットに

な能力（2010
応じて能力や

科目、指導ユ

ールのタイトル

の獲得に向けて

ればならない

れぞれの教育課程

語を使用する。

思考（クリティ

なチームワーク

程では、「承認

だろう。 

容（最高レベル

ジュールやユニ

ジュール内のサ

を全部合わせて

果は幅広い枠組

たとえば、3
学年の成果は科

よりも幅広い

トであり、あ

の修了時に期待

能力に基づいた

教員の選択であ

とされる学習

にどう分割する

0）』を使って、

や内容を自由に

ユニットなどと

ルの決定は担当

て進むために

かを表した学

で指導のユニット

ィカル・シン

クへの効果的

されたテーマ

ルのパフォー

ニットには、課

サブユニット

て、学習者が課

組みのみを示

3年制課程の

科学全体に関係

い成果の記述

あくまで任意

待されるパフ

たカリキュラ

ある。 

習者のレベル

るかを考える段

、必要な中心

に追加できる。

と呼ばれる個

当の助産学教

に、各モジュー

学習成果が必要

トの名称を独自に決

 

 

ンキング）

的な参加な

マについて

ーマンス）

課程の成

にも、学

課程全体

し、その

1年次の

係し、具

となるだ

である。

ォーマン

ムを作成

（初心者、

段階であ

心的な内容

。内容と

々の学習

教員次第で

ールには、

要である。

決めてよい。



ただし、

一般的に

ように、

でない）。

 
各モジュ

れば、学

ることを

礎的なも

全般的な

求められ

 
内容と科

 
それぞれ

れていな

容を全般

しておく

 
学習活動

 
モジュー

体的な学

運動）と

活動につ

 
アセスメ

 
学習者の

効で信頼

含めたア

っておく

特徴のひ

             
vii ICMは「

と定義してい

この用語が一

各成果のすべ

に言って、一つ

各モジュール

 

ュールの時期と

学習者がより複

を目的に、助産

ものから複雑な

な助産能力の記

れる内容・技術

科目説明 

れのモジュール

なければならな

般的あるいは一

とよい。 

動と指導法 

ールが出来上が

学習活動と指導

と合致している

ついて、より詳

ントおよび評

の進歩に対する

頼できる方法が

アセスメントの

ために、モジ

ひとつであるた

                  
アセスメント」を

いる。一部の国の

一貫性を持って使

べての側面（K
つのモジュール

ルからの学習成

と順序は、課程

複雑な考えや

産学教員は、

なものへ、馴染

記述はダイレ

術・行動の複雑

ルには、モジ

ない。基本原

一般的に説明

がったら、次

導法を選択す

る必要がある

詳しくは『リ

評価法vii 

るアセスメン

が、モジュー

の時期は、学

ジュールの最

ため、アセス

                   
を「特定の成果や能

の教育当局は、学習

使用されることであ

KSBs）が評価

ルは、出産前

成果を合わせ

課程の教育理念

実践を学ぶモ

7つの能力の

染みのあるも

クトエントリ

雑さが学年で

ュールの成果

原則として、学

明したものが科

次はすでに明確

する段階である

。能力に基づ

ソースパケッ

ントは、評価し

ールの基本要素

学習者と教員の

最初に決定して

メント基準の

能力に関わるパフ

習者のパフォーマ

ある。 
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価できるわけ

前ケアなど、個

せたものが、課

念と成人学習の

モチベーション

の記述の順序

ものからないも

リー課程の3年

で異なるとい

果を達成するの

学習成果と内容

科目説明であ

確に定義され

る。学習活動

づいた課程に

ットその4』を

しようとする

素として含まれ

の両方がその

ておくことが

のひとつは、必

フォーマンスを評価

マンスのアセスメン

ではない（例

個別の実践領

課程全体の成

の促進に対す

ンを維持でき

（位置付け）

ものへ）を決

年間を通して

う意味である

のに必要な知

容は一致して

るが、実際に

ている、学習

および指導法

おける知識領

を参照のこと。

学習の領域お

れていなけれ

アセスメント

重要である。

必ず「学習者

価するために、質

ントと、科目および

例：理論のため

領域に対応する

成果となる（か

する教員の理解

るような学習

とどのKSBs
決定しなければ

て提示されるが

。 

知識・技術・行

ている必要があ

にこれを書く前

習成果と必要な

法は、学習領域

領域ごとの具体

。 

および内容に合

ればならない。

ト活動がいつ予

安全な実践が

者は自分が知っ

質的および量的デー

び教員の評価とを

めのサンプル試

るものである。

かつそれを超

解に基づく。言

習の成功体験

sが最初に来

ばならない。

が、各学年の

行動（KSBs）
ある。モジュ

前に成果と内

な内容に見合

域（認知、情

体的な指導お

合った最も適

。学習者の自

予定されてい

が質の高い助

っていること

ータを収集する体

を区別している。重

 

 

試験）23。

。前述の

えるべき

言い換え

を持たせ

るか（基

これは、

終了時に

が明記さ

ュールの内

内容を定義

合った、具

情意、精神

および学習

適切かつ有

自己評価も

いるかを知

助産ケアの

とを知って

体系的な手順」

重要なのは、



いる、知

価すべき

護教育の

 
課程成果

 
助産教育

これを「

 
3. 助

 
この『リ

決定すべ

ガイドラ

 
注意すべ

 
● 課程の

 
● ダイレ

 
● 医療専

 
● 学生の

 
基準 I：組

 
● 国内

 
● 助産課

 

             
viii この文書で

実践的な教育

めの学習科

要する要素が
ix ICMは、入

実際に必要な

時間枠は、I

知らないことを

き分野には、教

の認定機関）に

果の達成 

育課程は、学習

「修了」したと

助産教育課程

ソースパケッ

べき事項を取り

ライン（2011）

べき基本的なポ

のタイプ：ダ

レクトエント

専門職資格取

の入学レベル

組織および管

・地域内で助

課程はどの程

                  
書では、『ICM用語集

育内容と指導法、

目を規定する）と

が含まれている。

入学場所に関わらず

な時間は、国内の多

ICM加盟協会が合

を自覚してい

教員の有効性

による定期的

習者が学習要件

ということが

程の計画と実

ットその1』の

り上げる。意思

）』に沿ったも

ポイントは、

ダイレクトエン

リー課程の期

取得後の課程の

ル：中等教育修

管理 

助産課程に最も

程度、その教育

                   
語集』に従って「カ

評価法を定めた体

とともに、学習期間

詳しくは、この文

ず、どのタイプの

多くの要因、たとえ

合意した実践能力の

いる、適切に手

性の評価、科目

な課程の評価

件をすべて完

できる。 

実行に関する

の最後に、能力

思決定のプロ

ものである。

『世界基準』の

ントリーか、医

期間：3年ixか

の期間：18ヵ

修了かそれ以上

も有利な所在ま

育拠点の社会的

カリキュラム」と

体系的なプロセス

間、入学基準、教

文書の第3節を参

の能力に基づいた助

えば有資格の助産

の高い助産師を養
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手助けを求め

目の評価、外部

価などがある。

完了し、助産実

る主な決定v

力に基づいた

ロセスは、『IC
 

の序文に示さ

医療専門職の

かそれ以上か

ヵ月かそれ以上

上か 

または教育拠

的・政治的構

「課程（program
ス」とされている。

教員資格、学費、指

参照。 
助産教育課程につい

産学教員や支援可能

養成する助産教育の

ている」こと

部団体（例：

。 

実践の全領域に

viii 

た課程の計画ま

CM助産教育

されており、以

の資格取得後か

上か 

拠点はどこか

構造を反映して

me）」を区別して

助産課程にはカ

指導・学習方略、評

いても、最低期間

能な実習施設がど

の世界的なパター

とでなければな

国内の規制当

において能力を

または評価をす

の世界基準（

以下がその一

か 

（適合度） 

ているか 

て用いている。カリ

リキュラム（能力

評価とアセスメン

の設定はあくまで

の程度利用できる

ンに基づいたもの

ならない。そ

当局または独

を実証できる

する際に必要

（2010）』およ

一部である。 

リキュラムは、「理

力を備えた助産師を

ントの方法など、多

で概算であると認識

るかに左右されるこ

のとした。 

 

 

その他の評

独立した看

る場合に、

要な、主な

よび『付属

理論的および

を養成するた

多くの判断を

識している。

ことがある。



● 助産課

 
● 課程を

 
● 予算と

 
● 誰が助

 
● 助産課

 
基準 II：
 
● 助産課

判断す

 
● 助産課

れてい

 
● 助産課

たは提

 
● 課程の

し、課

 
● 助産学

はどの

 
基準 III
 
● 将来の

内容）

 
● 助産課

 
● 利用可

 

課程にどのく

を財政その他

と支出につい

助産課程を指

課程は国の労

助産学教員陣

課程の責任者

するか 

課程の職員は

いるかどうか

課程の中で（

提供されるか

の中で学生に

課程の修了ま

学教員の役割と

のように定期

：学生 

の志願者やコ

が必要か。

課程の志願者

可能な人材（

らいの予算が

他の面で支援し

いて誰が管理す

指揮するか。そ

労働力ニーズに

陣（教員、指

者は、理論的内

は、課程内で教

かを、どのよう

（理論および実

か 

に対する教員の

でに基本能力

と責任はどの

期的に評価され

ミュニティ全

ニーズ評価は

者の応募資格は

（教員）と実習

が必要か（現状

してくれる可能

するか 

その人物は期待

にどの程度対応

指導者） 

内容を教える専

教える助産師す

うに判断するか

実践を）教える

の割合は、能力

力（知識・技術

ように定義さ

れるか 

全体に対して助

は行われている

は。それは応募

習場所から考え
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状および将来

能性のある方

待される資格

応しているか

専門職がその

すべてが助産

か 

る個人に、指

力のある助産

術・行動）の

され（理論およ

助産課程をア

るか 

募者全体とど

えて、助産課

来）。また、必

方略的・協力的

格を満たしてい

か 

の領域の能力を

産実践の（最新

指導のためのど

産臨床教員・指

の習得の証明を

よび実践）、教員

アピールするに

どの程度一致し

課程が受け入れ

必要な予算はど

的パートナー

いるか 

を持っているか

新の）能力を持

どのような正規

指導者が学生一

を観察するのに

員の有効性（t

には、どのよう

しているか 

れられる助産

どこから支出

ーは、国内にあ

かどうかをど

持ち、法律的

規の準備が必

一人ひとりを

に十分なもの

teacher effec

うな情報資料

産学生は何名か

 

 

されるか 

あるか 

どのように

的に認知さ

必要か、ま

を直接監督

のであるか 

ctiveness）

料（タイプ、

か 



● 助産課

 
● 「学び

がある

 
● 学生が

るか 
 
● 資格の

な計画

 
基準 IV
 
● 助産カ

待され

 
● 『ICM

ュール

 
● 課程の

に基づ

 
● 理論的

かx 

 

● 薬理学

ものが

けてい

 
基準V：
 
● 文書化

たは含

             
x ICM基準は

す時間の40
経験を制限

強しなければ

課程に入学し

びの共同体（

るか 

が配属される

のある現役助

画があるか 

：カリキュラ

カリキュラム

れる成果を反

M基本的助産

ル・学習ユニ

の中でどのよ

づいた教育の

的学習と実習

学などの多く

が助産課程に

いるか 

資源、施設、

化された方針

含まれるべき

                  
は、助産課程に費

0％以上は理論とし

している現状があ

ばならない特別の

した個人のため

（communitie

様々な実習施

助産師が実習現

ム 

ムの計画は、理

反映しているか

産業務に必須な

ニットの中で特

うな根拠に基

の原則に一致し

習体験の割合は

の専門分野に

に盛り込まれて

サービス 

針の中に、学生

か 
                   

費やす時間の50％以

し、残りの10％は

あり、能力を達成す

の疾病負担や環境的

めに、どのよ

s of learning

施設で十分な実

現場で助産学生

理論的プロセス

か（カリキュラ

な能力（2010
特定できるよ

基づく指導と学

しているか 

はどうか。また

にわたる内容や

ているか。教員

生と教員の環境

以上は、資格を有

は国内のニーズに応

するには一人当た

的状況があり、こ
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うな情報資料

g）24」の発達

実践経験が得

生の指導と監

スに沿い、能

ラムの図式は

0）』はすべて

うになってい

学習方略が使

た、この割合

や学習体験（

員は、助産学

境的な安全性

有する助産学教員の

応じて教員陣が決

たりの実習時間を増

この場合はより多く

料（タイプ、内

達は、学生・教

得られるどうか

監督に関与でき

能力のある専門

は、付属文書A

て助産課程に含

いるか 

使用されている

合の有効性をそ

（例：産科医の

学生が必要とす

性と福利の対策

の監督下で臨床・

決定する。たとえば

増やさなければな

くの理論を含めな

内容）が必要

教員・臨床指導

かを、課程と

きるよう、助産

門職としての助

Aを参照） 

含まれており

るか。また、そ

その課程として

の指導による学

する具体的な内

策について何が

実践施設で行うこ

ば、一部の国では

らないこともある

ければならないだ

要か 

導者にどのよ

してどのよう

産課程として

助産師の育成

、具体的な科

それは成人学

てどのように

学習）は、ど

内容について

何が含まれてい

ことを求めている。

は学生一人当たりの

る。国によっては助

だろう。 

 

 

ような恩恵

うに判断す

てどのよう

成という期

科目・モジ

学習と能力

に立証する

どのような

て助言を受

いるか、ま

。また、費や

の臨床・実践

助産学生が勉



 
● 助産課

アクセ

 
● 助産学

か 
 
基準VI
 
● 学生が

カル

るか、

 
● 学生の

 
● 学習上

の時間

 
● 助産教

 
● カリキ

か、ま

 
まとめ 
 
助産学教

したのち

ケットそ

つのICM
これらの

いていた

も重要な

基づく教

 
 

1 PM

課程の職員は

セスなど十分

学生が当該実

：アセスメン

が知識・精神

・シンキング

、あるいは使

の学習のアセ

上の困難に直

間制限はある

教育課程の合

キュラムの定

または予定さ

教員らがカリキ

ち、学習成果と

その2』に示し

M能力の記述

の例は、助産の

ただきたい。個

なのは、助産学

教育基準に沿っ

MNCH. Know

は、根拠に基づ

分な指導と学習

実習施設で学ぶ

ント方略 

神運動スキル・

グ）を身に付け

使用しているか

セスメントは、

直面している個

か 

合格を判断する

定期的なアセス

れているか 

キュラムプロ

と期待される

した2つのモデ

述のそれぞれと

の能力と KSB
個々の学習者

学教員がカリ

って合理的な

wledge Summ

づく参考文献、

習の資源がある

ぶために、課程

・専門職として

けているかど

か 

課程全体を通

個人に対して

るために使用

スメントや課程

セスを話し合

KSBs を使っ

デルカリキュ

と具体的なKS
Bs をどのよう

者が助産能力を

キュラムの要

選択決定を行

mary 14: Save 
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、人体模型や

るかどうかを

程と参加施設

ての行動・適

うかを判定す

通じたパフォ

どのような方

される基準は

程の有効性に

合い、まず課程

って個々のモ

ュラムは、提案

SBsとを課程

うに構成する

を達成できる助

要素と課程開発

行わなければな

lives: Invest 

や図表、資格の

をどのように判

設との間に、ど

適切な意思決定

するため、どの

ォーマンスや進

方略が講じられ

は何か 

に関する外部の

程の開発その

モジュールの企

案される内容

程の年次または

かについての

助産課程を編

発を十分に理

ならないとい

in Midwives

のある教員、指

判断するか 

どのようなタイ

定につながる批

のようなアセス

進歩とどのよ

れているか。修

の審査につい

の他の必要な問

企画開発に移

の構成をモジ

は月数ごとに割

の一例にすぎな

編成する方法は

理解することで

いうことである

. Retrieved on

指導者、実習

イプの運営協

批判的思考

スメント方法

うに一体化し

修了と認定さ

いて、どんな計

問題について

る。『ICM リ

ジュールに当て

割り振ったも

ないことを認

は多様に存在

であり、現在

る。 

n April 18, 2

 

 

習施設への

協定が必要

（クリティ

法を使用す

しているか 

されるまで

計画がある

て合意に達

リソースパ

てはめ、7
ものである。

認識してお

在する。最

在の根拠に

2012, from 
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